
ねらい・目的

　各教科等の学習において、児童が、学校ウェブ

サイトから情報発信を行うことを通して、児童が

自ら考え、判断し、適切な情報発信ができること

をねらいとして、行ったものである。

内容

　国語、理科、総合的な学習の時間において、

CMS（コンテンツ・マネージメント・システム）

の一つであるNetCommons（国立情報学研究所が

開発）を利用し、学習した内容について閲覧者を

意識し、分かりやすく表現することを通して、適

切な情報発信について考えさせた。

　適切な情報発信ができるようにするために、学

校ウェブサイトから児童が情報発信をする際には、

学校の記者としての情報発信であるという意識を

持たせるようにした。「竹の子記者」というハン

ドル（インターネット上で情報発信をする際の別

名のこと）をつけ、ウェブサイト上にも表示され

るようにした。

　また、竹の子記者の「やくそく」（資料１）を

作成し、情報発信の基本的な約束事について項目

数をしぼり、ウェブサイト内に掲載した。児童が

情報発信する際には、まずこの約束事を守って行

うよう指導した。

　そして、保護者を「サポーター」として、児童

の作成した記事に対してコメントを寄せていただ

くようにした。児童は、自分の作成した記事に他

者からのコメントがつくこと、また多数の人の目

にふれることで、緊張感をもって情報発信をする

ことになる。そのことは、インターネットの向こ

うに人がいることを意識させることにつながると

考えた。

　ウェブページにするための写真の取り込み、文

字の入力等は児童自身が行い、承認機能を利用し、

教職員がチェックしてから公開した。

資料１・ウェブサイト内に掲載した児童用の「やくそく」

「適切な情報発信ができる児童の育成を目指して」
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資料３・児童が作成した記事例実践結果（今後の課題）

　児童自身が実際に写真を撮影し、コンピュータ

に取り込んだり、文字を入力したりし、それがその

ままウェブサイト上に掲載されたので、意欲的に

取り組んだ。その際に、著作権や分かりやすい表現

の工夫等について、閲覧者を意識して自ら考え、判

断しながら取り組むことができた（資料２、３）。

PR（特徴・工夫・努力した点など）

　児童による学習成果の発信を行い、そのことを

通して、情報モラルや表現力を育成していくこと

ができた。

　児童による情報発信の回数が増えることで、児

童は適切な情報発信ができるようになった。

備考（実践の参考となる公開中のHPアドレス、

写真、資料等）

みんなで作る参加型ホームページ

http://kensyu-takesho.sakura.ne.jp/

○第４学年　理科　「生き物を調べよう」
○ねらい
　�身の回りにいる冬の生き物について調べること
ができる。

○「適切な情報発信」の視点
・�デジタルカメラを使って、生き物の様子が伝わ
るような写真の撮り方を工夫することができる。
（写真１）
・�観察記録をもとに、校内で見つけた生き物につい
て読み手に分かりやすく表現することができる。

写真２・授業の様子写真１・デジタルカメラで撮影

○学習の流れ
・�デジタルカメラを使って、校内にいる冬の生き
物を探すことを確認する。
・�写真だけでは伝わらない内容として何があるか
考える。
・�観察の視点にしたがって、校内にいる生き物を
探す。
・�デジタルカメラで撮影した写真と観察記録をも
とにして、コンピュータに入力する。（写真２）
・でき上がった記事を互いに見合う。

資料２・実践事例

第10回 インターネット活用教育実践コンクール入賞実践事例集


